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留萌労働基準監督署

多様な働き方への対応や
外国人労働者等の労働災害防止対策の推進

冬季労働災害防止について【その１】
例年、12月から３月までの期間は「凍結による転倒災害」、「スリップによる交通事故」、
「除雪や雪下ろし作業の墜落災害」等、凍結や雪に関連した災害が多発する時期です。
早い段階から基本的な対策を万全にして、冬季の災害を防止しましょう。

【冬季に多発するため、重点的な対策が必要な災害】

□ 転倒災害

□ 雪下ろしの際の墜落災害及び除雪作業時の重機災害

□ 交通労働災害

□ 一酸化炭素中毒

各種冬季労働災害についての事例及びそれぞれの労働災害に
応じた再発防止対策については、北海道労働局ホームページに
掲載しています。右の２次元コードから確認してください。

労働者の協力を得て、事業者が取り組むこと
 コロナ禍におけるテレワークの拡大等を受けて、自宅等でテレ
ワークを行う際のメンタルヘルス対策や作業環境整備の留意点等を

示した「テレワークの適切な導入及び実施の推進のためのガイドラ

イン」や労働者の健康確保に必要な措置等を示した「副業・兼業の
促進に関するガイドライン」に基づき、労働者の安全と健康の確保

に取り組む。

 外国人労働者に対し、安全衛生教育マニュアルを活用する等によ
る安全衛生教育の実施や健康管理に取り組む。

テレワークに
ついての詳細は
こちらから→

副業・兼業に
ついての詳細は
こちらから→

外国人労働者の
安全衛生対策の
詳細はこちらから→

←ＨＰはこちら



屋根・建物の解体や改修工事や除染作業、ソーラーパネルの設置工事等のうち、短期間
で作業が終了し、屋根の先に手すりや足場を設置するよりも安全面において合理的と考え
られる場合に適用できる安全帯取付設備の設置方法と、ハーネス型安全帯等の使用方法
を以下に示します。
【注意】
１ 屋根勾配が6/10以上の場合など、屋根面を作業床としてみなすには不適切な場合は、屋根用足場
などの作業床の設置が必要
２ 大量の資材で屋根面の多くが覆われてしまう場合などは、適切な作業床を確保するための措置が
必要

３ 墜落防止対策の他、立入禁止区域の設定など飛来物災害を防止する措置も併せて行うことが必要

リーフレット等の
ダウンロードは
こちらから→実施中！

この情報の詳細については、留萌労働基準監督署 監督・安衛課
(℡：0164-42-0463)までお問い合わせください。

毎年11月は「過労死等防止啓発月間」です。

詳細は厚生労働省または北海道労働局ホームページで御確認ください。

足場の設置が困難な屋根上作業での
墜落防止対策

←↙厚生労働省リーフレット↓↘
「足場の設置が困難な屋根上作業での墜落防止対策のポイント」
から引用

リーフレットの
ダウンロードは
こちらから→


